
京阪大津線（京津線・石坂線）敷設の歴史 

大津線敷設の歴史（１） 

 

大津電車軌道の設立 

 大津市内では京津電軌に次いで、大津電車軌道株式会社（以下大津電車軌道）が開通す

る。現在の京阪電車大津線の京津線の前身は京津電気軌道で、もう一つの路線である石山

坂本線の前身はこの大津電車軌道という会社であった。 

 

１大津電車軌道の成立までの経緯 

（１）大津市内での鉄道敷設計画 

大津市内では大津電車軌道の成立までに次のような鉄道敷設計画が建てられていた。

〈明治２９（１８９６）年６月には、大阪市南区難波新地の武田源兵衛ほか５名の出願に

よって、大津町を起点として石山蛍谷を終点とする「石山遊覧鉄道」の構想がたてられて

いる『滋賀県庁所蔵文書』『商工掛書類』『新修大津市史』５ 近代 大津市 １９８２（昭

和５７）年 ３２６頁〉。 

その後の大津電車軌道の成立までの経緯は京津電軌のそれとよく似ており、発起人のメ

ンバーも相当に重複している。明治３９（１９０６）年頃には①薮田信吉、吉村鉄之助、村

田虎次郎等「大津組」による石山—坂本間の電車②橋本甚吉郎、小西綱男等の「丸五組」に

よる石山－坂本間の電車、③子爵由利公正等は大津－馬場間の電車④宮脇剛三等は石山駅

—石山寺（石山寺一丁目）に至る軽便鉄道のそれぞれ許可をめざし出願し、４派（①～④）

の競願となった。 

参考文献：滋賀大学経済学部付属史料館研究紀要』第２８号 近江商人系金融機関の地元

還元投融資—藤井善助による琵琶湖鉄道汽船の統合と解体—小川功 １９９５（平成７）

年、『鉄道史料』第 79 号 大津電車ノート 今井健二 鉄道史料保存会 １９９５（平成

７）年  

 

 

滋賀大学経済学部付属史料館研究紀要』第２８号 近江商人系金融機関の地元還元

投融資—藤井善助による琵琶湖鉄道汽船の統合と解体—小川功 １９９５（平成

７）年  7 頁 

（２） 特許を出願、軌道敷設免許の取得 

その後４派は合同し大津電車鉄道株式会社を設立し、滋賀郡石山村から膳所町・大津市・

滋賀村を経て坂本村に至る（石山一膳所一大津—坂本間）１４．２キロメートル（８マイル６

４チェーン）の特許を出願することになり、明治 40（１９０７）年 5 月、<滋賀県知事より

内務大臣宛の副申が行われ、同年 6 月 15 日、商号を「大津電車鉄道」から「大津電車軌道」

へ改称する『鉄道史料』第 79 号 大津電車ノート 今井健二 鉄道史料保存会 １９９５

（平成７）年 2４頁>。 

明治４０年９月２１日、大津電車軌道株式会社発起人に対し、内務大臣、原敬より上記区

間の<道路輸送機関の補助機関とされる『鉄道史料』第 79 号 前掲書 20 頁>軌道法による

敷設の免許が交付された。 

次は「免許交付の際の第 1 条（経路）」の抜粋である。 

浜大津～石山寺間については、すべて道路上通過である。つまり、後年の官線を含んだ開

業路線とはすべて相違している。 

第一条 今般大津電車軌道株式会社発起人由利公正外二十九名二対シ特許シタル軌道ノ線路

ハ左ノ如シ 

ー 滋賀郡石山村大字寺辺五百七十六番地先ヨリ同村大字鳥居川第二百五十番地先二至ル里

道 

一 前項終点ヨリ大津市松本字石場第四百四十七番地先二至ル国道 

一 前項終点ヨリ同市上大門町第九番地先二至ル仮定県道前項終点ヨリ同市別所第百四十三



番ノー地先ニ至ル新設軌道敷 

一 前項終点ヨリ滋賀郡下坂本村大字下坂本字南河原千七十五番地先二至ル仮定県道 

一 前項終点ヨリ同郡坂本村大字坂本字森本第七百八十四番地先二至ル新設軌道敷 

一 前項終点ヨリ同郡同村字千六百五十五番地先二至ル里道 

一 大津市御蔵町第七番地先ヨリ同市湊町第二十一番ノー地先二至ル里道 

『鉄道史料』第 79 号 前掲書 24，25 頁 

参考文献：『新修大津市史』前掲書 

※一般的には電気軌道、電気鉄道と称し、電車軌道と名乗るものは非常に珍しい。しかし和

久田康雄著『資料日本の私鉄』によると明治末期から大正期にかけて電車軌道と称するもの

は福島飯坂電車軌道→飯坂電車（現・福島交通）、伊都電車軌道→伊那電気鉄道（現・JR 飯

田線）、松金電車軌道、下之一色電車軌道→名古屋市電、嵐山電車軌道→京都電燈（現・京福

電気鉄道）、米子電車軌道と数社があげられ、他に松島電車、福博電車、都電の前身の一つ東

京電車鉄道といったものもみられる。 

 

『鉄道史料』第 79 号 大津電車ノート 今井健二 鉄道史料保存会 １９９５（平成７）

年 2３頁  

 

（３） 創立総会が開かれる 

〈大津電車軌道は明治４２（１９０９）年４月２８日電気事業経営許可を受け、〈明治４２年

６月２日には大津市内・滋賀郡内立ち入り測量許可が出た『大津市史』 前掲書 ４２８頁〉。

この年の 7 月 22 日には琵琶湖遊覧電車軌道に改称『鉄道史料』第 79 号 前掲書 ２５頁〉

したが、〈明治４３（１９１０）年６月１日、再び旧名に復帰、同年１０月２０日の第一回株

金払込みでは折からの経済不況にあおられ約２割の未払い込みを生じ、払込を促進するなど

の努力を重ね、ようやく明治４４（１９１１）年１月８日阪本町交道館において創立総会が

開かれた『滋賀大学経済学部付属史料館研究紀要』前掲書 ９～１０頁〉 

この時、次の各役員が就任している。 

<取締役社長、磯野良吉。常務取締役、薮田信吉。取締役、辻忠右衛門、村田虎次郎、小関忠

太郎、橋本甚吉郎、元持大造。監査役、奥繁三郎、一宮喜十郎、森伊三郎、岡田定次郎。 

社長の磯野良吉は大阪株式取引所理事、大阪窯業社長、奥繁三郎は京津電軌社長（後、衆議院

議長）、薮田信吉は京津電軌取締役でもある。発起人総代の由利公正は 42 年 4 月に死去 

し、由利と共に特許当時名を連ねた貴族院グループは経営陣には加わっていない『鉄道史料』

第 79 号 前掲書 ２５頁>。 

明治４４年 1 月 19 日、大津区裁判所へ設立登記が完了し、資本金５０万円で大津市阪本

町１９に設立されたが、6 月 3 日、御蔵町の鉄道院大津駅内に移転した。<資本金の 50 万円

の払込は 1 株に付、12．5 円、大正 6 年 3 月、第 8 回払込により満額となるである『鉄道

史料』第 79 号 前掲書 ２５頁>。 

 

 

 

『鉄道史料』第 79 号 大津電車ノート 今井健二 鉄道史料保存会 １９９５（平成７）

年 22 頁  

 

 



２ 三線軌条の採用 

（１）三線軌条（さんせんきじょう）とは 

「三線軌条」とは、鉄道において軌間の異なる車両を運転するために、通常二本の軌条（レ

ール）で敷設される線路について、片側一本のレールを共通で使用し、もう片方をそれぞれ

の軌間に応じて敷設したもの。 

※線路中心を合わせるために、軌条を共通とせずに四本敷設する「四線軌条（しせんきじょ

う）」とする場合もある。 

（２）鉄道院への請願 

明治 13（１８８０）年 7 月、京都大津間の鉄道開業に始まる鉄道局線の馬場～大津（大

正２年６月浜大津と改称）間は、明治 15（１８８２）年 5 月の太湖汽船による大津～長浜

間の船車連絡、明治 17（１８８４）年 4 月の長浜～敦賀港間の鉄道全通により、人、物資

輸送の重要な路線として活躍を続けてきたが、明治 22（１８８９）年 7 月 1 日、馬場（大

正２（１９１３）年６月１日、大津と改称、現在の膳所）～長浜間の湖東線が開通し、東海道

線新橋～神戸間が全通したことにより、湖上航路連絡運輸の使命が絶たれたこともあって、

大津～馬場間は枝線になり、いったん旅客運輸が廃止された。ところが、馬場駅が大津の中

心街から離れていて不都合なので、明治３１（１８９８）年８月１日より、石場、紺屋ヶ関の

中間駅とともに乗客扱いが復活していた。 

大津電車軌道は明治 44 年 1 月の創立総会を経て、まず浜大津を起点に膳所（現膳所本町）

までの開業をめざし、工事が始められることになった。当初、浜大津一馬場（→膳所駅前→京

阪膳所）間は大津市街地の通過を予定しており、〈浜通りを拡張して軌道を敷設する『大津市

史』前掲書 ４２８頁〉計画をしていたが、〈浜大津付近をはじめこの浜通りは大津経済界の

中心地であり、用地買収、家屋立退は非常に困難で『鉄道ピクトリアル特集京阪鉄道』NO５

５３ 京阪大津線の８０年 高山禮蔵 １９９１（平成３）年 １１３頁〉、多額の工費を要

するので、〈大津乗車場（現、浜大津駅）と馬場停車場（現、膳所駅）間は鉄道院線（現、JR）

大津支線と共用する案が出され『図説大津の歴史』大津市歴史博物館 １９９９（平成１１）

年 ７１頁〉、〈「大津線借入二付鉄道院卜交渉」することを思い立ち、鉄道院へ請願した『滋

賀大学経済学部付属史料館研究紀要』前掲書 21 頁〉。 

（３）軌間の違い 

しかし、鉄道院の既設線路は単線で軌間は１０６７ミリメートル、大津電車軌道は１４３

５ミリメートルの標準軌（広軌）を計画しており、軌間の違う鉄道間の共用事例は京都市電

と私営の京都電気鉄道との共用など全国的にはごく少数例にとどまっていた。 

※京都電気鉄道（京電）は狭軌、一方の京都市が自ら敷設した路線は標準軌であった。市当局

は京電の敷設した道路とは別に都市計画で拡張した道路に路線を敷設したため、両者が重な

ることは少なかったが、それでも一部には重複する区間が生じ、三線軌条が敷設された。地

元ではこれを「六線共用」とも呼んだ。 

・四条堀川 — 四条西洞院（1912 年 -—1961 年）四条線/堀川線 

・烏丸丸太町— 寺町丸太町（1913 年 — 1926 年）丸太町線/中立売線 

・烏丸丸太町— 烏丸下立売（1913 年— 1926 年）烏丸線/中立売線 

・七条東洞院 — 七条河原町（1913 年—- 1927 年）七条線/木屋町線 

（４）鉄道院との交渉 

こうしたあまり例を見ない特殊な請願のため認可に至るまでには困難を極めたが、明治４

４（１９１１）年１月１５日の重役会で〈「鉄道院へ交渉ノ件 小関取締役へ一任スルコト『大

津電車軌道「第一回報告書」明治４４年３月３頁『滋賀大学経済学部付属史料館研究紀要』前

掲書 ２２頁〉を決議し、〈鹿児島（薩摩）出身の小関忠太郎氏が、発起人の依托を受けて東

上し、当時鉄道院副総裁であった同郷の山之内氏その他に頼って極力奔走『滋賀大学経済学

部付属史料館研究紀要』 前掲書２２頁〉した。 

（５）大津電車軌道の解散説 

一方、資金不足と着手期限の切迫などから、明治４４年末には解散説が出始め、12 月 16

日には急遽、臨時総会が開かれ解散可否について議論されている。 

後の京都電灯社長（当時同取締役）、田中博は≪京都財界半世転≫の中で次の様に回顧して

いる。「明治４５年の３月だったと思うが、地元の人々がもっていた大津、石山間の免許線か

失効にひんしていたとき、東京の大倉組から重役の今井多三郎氏が会社へ見えて、「一つ買受

けて一緒にやってみようではないか」という話になり、結局京阪と大倉組と私の方との三社

均分で経営することにしたもので…」京都電灯、京阪電鉄等へ資金面で働きかけがなされた

のは、この頃の様である。 

この動きが功を奏し、存続が決定、45 年 3 月 21 日、臨時総会で役員改選が行なわれ、

新たに次の役員が就任している。取締役、高谷光雄、薮田勘兵衛、太田光 、田中博。監査

役、才賀藤吉、馬杉庄平。相談役、田辺貞吉。『鉄道史料』前掲書 ２６頁より  

（６）三線軌条の採用決定 

鉄道院との交渉の結果、鉄道院総裁原敬は大津電車軌道株式会社に対し馬場—大津間につ

いて鉄道院への使用料を支払い、かつ鉄道院線の使用に支障ない範囲で馬場大津間の鉄道使

用を認めることとなり、明治４５（１９１２）年５月１日、使用契約が締結された。 

※〈鉄道院への使用料は１年５５００円とし「次年より毎年一割を累加す」と定められたが、

経営難の大津電車からの強い要望を受け入れて６年より年４５００円とし毎年２５０円づつ

値上げすることとされた『滋賀大学経済学部付属史料館研究紀要』 前掲書２２頁〉。 

 

 

 



 

 

 

『鉄道史料』前掲書 ２４頁～25 頁 

 

 

 

三線式の使用が認可された結果、官線使用を含んだ浜大津～石山寺間の全面的な線路変更願

は同年 6 月 8 日に提出され、8 月 20 日、総理、内務大臣の許可により、先の「免許交付の

際の第 1 条（経路）」は下記のように書き改められた。 

一、滋賀郡石山村大字寺辺五百七十六番地先ヨリ同村同大六百七十五番地先二至ル里道 

一、前項終点ヨリ大津市馬場小字日尾二百五十九番地先ニ至ル新設軌道敷 

一、前項終点ヨリ同市御蔵町七番地先二至ル鉄道院大津線借入使用区間 

一、前項終点ヨリ同市湊町第二十一番地先ニ至ル里道 

 この変更は、院線の使用だけでなく、それに接続する馬場～石山寺（蛍谷）までをすべて新

設軌道に変更したもので、浜大津以南は、事実上、この時点ですべて専用軌道となるわけで

ある。『鉄道史料』前掲書 ２７頁より 

 

（７）三線軌条の実態 

 この時の既設線路は１０６７ミリメートル軌間の単線であり、浜大津一馬場間の線路用地

は複線分で山側に院線の単線が敷設されていたが、大津電車軌道は複線を計画しているので、

院線の線路にもう１本のレールを敷設、広狭三線軌条とし、湖側に新たに線路を増設するこ

ととなった。 

開業当初は単線運転であったが順次複線化を進め、大正後期には国鉄（省線）用の軌間は

湖側（下り側）に移設されての三線式となった。 

参考文献：『車輌発達史シリーズ』Ⅰ 京阪電気鉄道 関西鉄道研究会 １９９１（平成３）

年、『線路を楽しむ鉄道学』今尾恵介 講談社 ２００９（平成２１）年、『関西の鉄道』 №

５３ 京阪電車 駅・路線の変遷 高山禮蔵 関西鉄道研究会 ２００７（平成１９）年 

なお、〈この区間は、国鉄民営化まで国鉄用地のままであり、制度上は京阪が国鉄に乗り入

れるという形になっていた。そのためか、大正から昭和初期の地図を見ると、国鉄線の記号

で書かれているものもある〉。 

一方、〈江若鉄道も昭和３（１９２８）年１２月２０日には昭和天皇の即位式（御大典）を

機にモダンな２階建に改築なった省線浜大津駅に乗り入れた『滋賀大学経済学部付属史料館

研究紀要』前掲書 ２３頁〉。ここでの貨物線は、浜大津から先を昭和 6 年 1 月 1 日に琵琶

湖の西側を近江今津まで繋がり、浜大津までの江若鉄道もこの三線区間を利用して膳所で東

海道本線と相互乗り入れを実施した。江若鉄道では昭和 10 年頃からは大阪からの直通列車

が運転されるようになったという。 

戦後米軍の占領下にあった時期、今津にあった旧陸軍から接収した饗庭野（あいばの）演

習場へ向け米軍の部隊輸送の軍用列車が膳所から浜大津を経て近江今津まで往復したが、浜

大津の手前で場外停車することもあり、石坂線の電車運転がストップすることもあったとい



うことである。当時の鉄道界では米軍の軍用列車が他の列車に優先して運転されたが、こん

な所にも影響していた。 

膳所-浜大津間の国鉄貨物線は戦後もずっと京阪石坂線と同居していた。ただし、この区間

は本来国鉄のものだったため、国鉄の貨物列車が運転される時間だけは京阪石坂線は運転を

中止して、列車の通過をひたすら待つというものだったらしい。 

また、戦後昭和２２年から同４０年まで江若鉄道のディーゼルカーも１日２往復の客車の

乗入運転がおこなわれ、国鉄の貨物列車、京阪石坂線の電車、江若鉄道のディーゼルカーの

３者が走る賑やかな区間になった。 

この国鉄との線路共用は昭和４４（１９６９）年１０月末、江若鉄道の廃止に伴って、１１

月１日付で国鉄の浜大津～膳所間が廃止されるまで続いた。なお、京阪との三線軌条は昭和

５１（１９７６）年に撤去された。 

 

『車輛発達史シリーズⅠ』京阪電気鉄道特集 ダイヤの変遷と運行形態 中村 卓之 関西鉄道

研究会 １９９１（平成３）年 ５８頁 

 

 

 

 


